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偽

鑑

っ
餡

染

郎
さ
ん
（
６８
）
は
ヽ

値
上
げ
を
せ

ず
に
貯
金
を
取
り
崩
し
て
対
応

し
て
き
た
が
、

赤
字
は
膨
ら
む

一
方
で
限
界
と
い
う
。

「デ
フ

レ
時
代
に
値
上
げ
し
た
ら
お
客

が
離
れ
る
。

怖
い
」

ほ
か
に
も
、

各
店
が
、

う
な

重
に
の
せ
る
鰻
の
量
を
減
ら
し

た
り
、

単
価
が
安
い
、

大
き
め

の
鰻
を
使

っ
た
り
し
て
し
の
い

で
い
る
。

安
価
な
米
国
産
の
鰻

を
使

っ
て
試
食
会
を
開
い
た
店

も
あ
る
。

昨
年
１２
月
に
解
禁
さ
れ
た
ウ

ナ
ギ
雅
魚
の
漁
は
、

過
去
最
低

だ

っ
た

一
昨
季
、

昨
季
と
同
じ

不
漁
の
傾
向
で
始
ま

っ
た
。

豊

漁
不
漁
の
上
下
は
つ
き
も
の
だ

が
、
３
年
連
続
の
不
漁
は
例
が

な
い
と
い
う
。

中
国
、

台
湾
な

躍
ｈ

孫
馳
謎
艦
ン
難
艘
艘
距
舗

連
合
会

（
日
鰻
違

）
に
よ
る

と
、

雅
魚
の

「適
正
」
と
さ
れ

る
取
引
価
格
帯
は
１
ま
３０
万
～

５０
万
円
だ
が
、

昨
年
は
約
１
０

０
万
円
、

今
年
は
先
月
に
２
０

０
万
円
台
半
ば
に
達
し
た
。

養
綬
業
者
の
７
割
は
個
人
経

営
で
資
金
不
足
は
深
刻
だ
。

国

産
、

輸
入
を
合
わ
せ
、

養
殖
池

に
入
れ
ら
れ
る
稚
魚
の
量

（養

殖
池
入
れ
量
）
は

「少
な
か

っ

た
昨
年
の
半
分
と
い
う
と
こ
ろ

も
あ
る
」

（
日
鰻
違
）
と
い

う
。

出
荷
で
き
る
ま
で
育
て
る

の
に
半
年
は
か
か
り
、

土
用
の

丑
の
畳
婁
期
に
さ
ら
な
る
品
薄

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

全
国
鰻
蒲
焼
商
組
合
違
合
会

の
湧
井
恭
行
理
事
長
は

「安
易

に
価
格
転
嫁
で
き
な
い
蒲
焼
き

店
が
貧
乏
く
じ
を
引
く
。

廃
業

が
相
次
ぐ
」
と
危
ぶ
む
。

虚
が

価
格
が
暴
騰
し
て
い
る
。

養
殖
の
原

料
と
な
る
雅
魚
の
記
録
的
な
不
漁
の
影
響
で

仕
入
れ
値
が
上
が
り
、

う
な
重
な
ど
の
値
上

げ
に
踏
み
切
る
専
門
店
が
相
次
ぐ
。

７
月
の

「土
用
の
範
」
に
は
湘
齢
き
が
手
の
届
か
な

い
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
状
況
だ
。

店
の
入
り
口
に
問
屋
か
ら
届

く
仕
入
れ
値
の
フ
ァ
ク
ス
を
張

り
出
し
、

客
に
値
上
げ

へ
の
理

解
を
求
め
て
い
る
。

店
の
賃
借

料
が
高
い
店
舗
に
つ
い
て
は
閉

水産庁まとめ。漁獲量は推定値。前年12月
から当年4月の漁期果計     (万 円)

歪
震
層
親
ウ
ナ
ギ
が
減
っ
た
か
ら
？

な
ぜ
、

稚
魚
が
と
れ
な
く
な

っ
た
の
か
。

日
本
ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
は
太

平
洋
赤
道
付
近
に
あ
る
マ
リ
ア

ナ
海
溝
と
さ
れ
る
。

東
京
大
大
気
海
洋
研
究
所
の

木
村
伸
吾
教
授

（
水
産
海
洋

学
）
に
よ
る
と
、

生
ま
れ
た
雄

魚
は
北
赤
道
海
流
に
の

っ
て
西

に
移
動
し
、

黒
潮
と
と
も
に
北

上
。

台
湾
、

中
国
、

韓
国
、

日

本
の
河
川
に
さ
か
の
ぼ
る
。

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

現
象
が
起
き

た
年
は
海
流
の
変
動
で
稚
魚
群

の

一
部
が
黒
潮
に
の
れ
ず
、

ミ

ン
ダ
ナ
オ
海
流
と
と
も
に
南
に

流
さ
れ
、

不
漁
が
起
き
る
と
み

ら
れ
て
き
た
。

だ
が
、

木
村
教

授
は

「
こ
こ
２
年
の
不
漁
は
そ

れ
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。

ウ

ナ
ギ
資
源
の
減
少
を
示
す
現
象

だ
」
と
指
摘
す
る
。

水
産
庁
の
統
計
で
は
、

卵
を

産
む
親
ウ
ナ
ギ
の
国
内
漁
獲
量

は
１
９
６
０
年
代
前
半
は
３
千

ン
ト

を
超
え
、

こ
の
こ
ろ
稚
魚

も
２
０
０

ン
ト

前
後
と
れ

て
い

た
。

親
魚
の
漁
獲
は
９０
年
代
前

半
に
１
千

ン
ト

を
切
り
、
２
０
０

５
年
に
５
０
０
ト

ン
を
割
り
込
ん

だ
。

「
親
が
減
れ
ば
子
も
減

る
。

天
然
は
も
う
捕
る
べ
き
で

は
な
い
」
と
木
村
教
授
は
話

す
。蒲

焼
き
業
界
、

養
鰻
業
界
か

ら
も
親
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
規
制
を

求
め
る
声
が
上
が

っ
て
い
る
。

養
鰻
生
産
量
で
ト
ッ
プ
の
鹿

児
島
県
で
は
、

一
部
河
川
で
海

に
下
る
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
を
禁
止

す
る
取
り
組
み
も
あ
る
。

水
産

庁
も
、

完
全
養
殖
技
術
の
確
立

を
急
ぐ
な
ど
対
策
に
本
腰
を
入

れ
る
。

資
源
回
復
策
に
つ
い
て

担
当
課
は

「ま
だ
わ
か

っ
て
い

一

な
い
ウ
ナ
ギ
の
生
態
を
明
ら
か

一

に
す
る
調
査
に
力
を
入
れ
る
。

そ
の
上
で
効
果
的
な
保
護
策
を

考
え
た
い
」
と
言
う
。

（オ
上
慧
一
調
）


